
審議会等委員の女性の登用状況
参考資料
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Ｒ1 5 2 40.0

Ｒ2 5 2 40.0

Ｒ3 5 2 40.0

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 3 1 33.3 無

Ｒ2 3 1 33.3 無

Ｒ3 3 1 33.3 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 4 1 25.0 無

Ｒ2 4 1 25.0 無

Ｒ3 4 2 50.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 49 1 2.0 有 1 48

Ｒ2 49 1 2.0 有 1 48

Ｒ3 49 1 2.0 有 1 48

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 9 4 44.4 無

Ｒ2 9 4 44.4 無

Ｒ3 9 5 55.6 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 4 1 25.0

Ｒ2 4 1 25.0

Ｒ3 4 1 25.0

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 4 1 25.0 無

Ｒ2 4 1 25.0 無

Ｒ3 4 1 25.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 4 0 0.0 無

Ｒ2 4 0 0.0 無

Ｒ3 4 0 0.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 4 1 25.0 無

Ｒ2 4 1 25.0 無

Ｒ3 4 1 25.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 4 1 25.0 無

Ｒ2 4 2 50.0 無

Ｒ3 4 2 50.0 無

Ｒ4

Ｒ5

10
選挙管理委員会
（見沼区）

地方自治法第１８２条の規
定に基づき、市議会の選挙
により選出される。

地方自治法第１８２条の規
定に基づき、市議会の選挙
により選出される。

見沼区
総務課

9
選挙管理委員会
（大宮区）

地方自治法第１８２条の規
定に基づき、市議会の選挙
により選出される。

地方自治法第１８２条の規
定に基づき、市議会の選挙
により選出される。

大宮区
総務課

8
選挙管理委員会
（北区）

地方自治法第１８２条の規
定に基づき、市議会の選挙
により選出される。

地方自治法第１８２条の規
定に基づき、市議会の選挙
により選出される。

北区
総務課

7
選挙管理委員会
（西区）

地方自治法第１８２条の規
定に基づき、市議会の選挙
により選出される。

地方自治法第１８２条の規
定に基づき、市議会の選挙
により選出される。

西区総務課

6
選挙管理委員会
（さいたま市）

地方自治法第１８２条の規
定に基づき、市議会の選挙
により選出される。

地方自治法第１８２条の規
定に基づき、市議会の選挙
により選出される。

選挙課

5
固定資産評価審査
委員会

委員の推薦を学識経験者の
団体へ依頼する段階で、女
性の推薦を積極的に働きか
けた。

人選を進める上で、引き続
き、女性の登用について考
慮するよう努めていく。

税制課

4 農業委員会

農業委員は、農業委員会等に関す
る法律第８条の規定により、市長
が議会の同意を得て、任命する。
農地利用最適化推進委員は、農業
委員会等に関する法律第１７条の
規定により、農業委員会が委嘱す
る。

農業委員は、農業委員会等に関す
る法律第８条の規定により、市長
が議会の同意を得て、任命する。
農地利用最適化推進委員は、農業
委員会等に関する法律第１７条の
規定により、農業委員会が委嘱す
る。

農業振興課
農業政策課

3 監査委員

地方自治法１９６条第１項
の規定により、議会の同意
を得て、市長が選任する。

地方自治法１９６条第１項
の規定により、議会の同意
を得て、市長が選任する。

監査課

2 人事委員会

地方公務員法第９条の２第
２項の規定により、議会の
同意を得て、市長が選任す
る。

地方公務員法第９条の２第
２項の規定により、議会の
同意を得て、市長が選任す
る。 任用調査課

男性

1 教育委員会

地方教育行政の組織及び運
営に関する法律第４条第2項
の規定により、市長が議会
の同意を得て任命する。

地方教育行政の組織及び運
営に関する法律第４条第2項
の規定により、市長が議会
の同意を得て任命する。 教育総務課

年度末 総数
うち
女性

割合％ 有無 女性

審議会等委員の女性の登用状況　（令和４年３月３１日現在）

【行政委員会】

審議会等名称

委員数
うち市民公募

委員数 女性登用目標値
「平成３０年度末までに４２％」
達成に向けてのこれまでの方策

女性登用目標値
「令和５年度末までに４２％」

達成に向けての今後の取組

担当課
（旧課名）

審
議
会
等
委
員
の
女
性
の
登
用
状
況

参
考
資
料
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男性年度末 総数
うち
女性

割合％ 有無 女性

審議会等名称

委員数
うち市民公募

委員数 女性登用目標値
「平成３０年度末までに４２％」
達成に向けてのこれまでの方策

女性登用目標値
「令和５年度末までに４２％」

達成に向けての今後の取組

担当課
（旧課名）

Ｒ1 4 0 0.0 無

Ｒ2 4 0 0.0 無

Ｒ3 4 0 0.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 4 0 0.0 無

Ｒ2 4 0 0.0 無

Ｒ3 4 0 0.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 4 0 0.0 無

Ｒ2 4 0 0.0 無

Ｒ3 4 0 0.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 4 0 0.0 無

Ｒ2 4 0 0.0 無

Ｒ3 3 1 33.3 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 4 0 0.0 無

Ｒ2 4 0 0.0 無

Ｒ3 4 0 0.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 4 1 25.0 無

Ｒ2 4 1 25.0 無

Ｒ3 4 1 25.0 無

Ｒ4

Ｒ5

16
選挙管理委員会
（岩槻区）

地方自治法第１８２条の規
定に基づき、市議会の選挙
により選出される。

地方自治法第１８２条の規
定に基づき、市議会の選挙
により選出される。

岩槻区
総務課

15
選挙管理委員会
（緑区）

地方自治法第１８２条の規
定に基づき、市議会の選挙
により選出される。

地方自治法第１８２条の規
定に基づき、市議会の選挙
により選出される。

緑区
総務課

14
選挙管理委員会
（南区）

地方自治法第１８２条の規
定に基づき、市議会の選挙
により選出される。

地方自治法第１８２条の規
定に基づき、市議会の選挙
により選出される。

南区
総務課

13
選挙管理委員会
（浦和区）

地方自治法第１８２条の規
定に基づき、市議会の選挙
により選出される。

地方自治法第１８２条の規
定に基づき、市議会の選挙
により選出される。

浦和区
総務課

12
選挙管理委員会
（桜区）

地方自治法第１８２条の規
定に基づき、市議会の選挙
により選出される。

地方自治法第１８２条の規
定に基づき、市議会の選挙
により選出される。

桜区
総務課

11
選挙管理委員会
(中央区)

地方自治法第１８２条の規
定に基づき、市議会の選挙
により選出される。

地方自治法第１８２条の規
定に基づき、市議会の選挙
により選出される。

中央区
総務課
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Ｒ1 5 1 20.0 無

Ｒ2 5 1 20.0 無

Ｒ3 5 1 20.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 34 4 11.8 無

Ｒ2 34 4 11.8 無

Ｒ3 34 4 11.8 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 79 8 10.1 無

Ｒ2 80 9 11.3 無

Ｒ3 80 9 11.3 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 14 6 42.9 無

Ｒ2 14 6 42.9 無

Ｒ3 16 6 37.5 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 44 20 45.5 有 2 4

Ｒ2 44 20 45.5 有 2 4

Ｒ3 43 18 41.9 有 1 5

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 12 5 41.7 無

Ｒ2 12 5 41.7 無

Ｒ3 12 5 41.7 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 ## 96 31.0 無

Ｒ2 ## 96 31.0 無

Ｒ3 ## 97 30.8 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 20 10 50.0 有 2 0

Ｒ2 20 10 50.0 有 2 0

Ｒ3 20 12 60.0 有 1 1

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 40 27 67.5 無

Ｒ2 40 27 67.5 無

Ｒ3 40 27 67.5 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 24 7 29.2 有 2 3

Ｒ2 24 8 33.3 有 2 3

Ｒ3 24 8 33.3 有 2 3

Ｒ4

Ｒ5

10
国民健康保険運営
協議会

推薦団体への積極的な女性
推薦依頼、学識経験者にお
ける女性人材の発掘、公募
時の丁寧な説明による女性
応募者の確保等を実施し
た。

令和7年の次回改選時に委員
定数の見直しを予定、女性
登用率が上がるように委員
構成を見直す。 国民健康保険課

9
障害支援区分認定
審査会

推薦団体への女性委員の推
薦を依頼した。

引き続き、４２％を下回ら
ないよう、登用計画の遂行
に努めていく。

障害支援課

8 障害者政策委員会

推薦団体へ積極的な女性委
員の推薦を依頼した。

引き続き、女性人材の発掘
に尽力する。

障害政策課

7 介護認定審査会

保健・福祉・医療関係者に
おける女性人材の発掘や、
推薦団体への積極的な女性
推薦依頼を実施した。

引き続き、女性人材の発掘
に尽力するとともに、４
２％を上回るように登用計
画の遂行に努めていく。 介護保険課

6 民生委員推薦会

推薦団体に対しては、審議
会等委員に関する本市の方
針について理解を求め、文
書や口頭により女性の推薦
を依頼した。

本市の方針を理解いただけ
るような説明を心掛け、女
性の推薦依頼を行ってい
く。 福祉総務課

5 社会福祉審議会

推薦団体に対しては、審議
会等委員に関する本市の方
針について理解を求め、文
書や口頭により女性の推薦
を依頼した。

本市の方針を理解いただけ
るような説明を心掛け、女
性の推薦依頼を行ってい
く。 福祉総務課

4 精神医療審査会

委員を推薦いただく団体に
市の施策について理解と協
力を求め、女性の登用に配
慮していただくよう依頼し
た。

委員選出に際しては、女性
が多い団体へ推薦依頼する
等、女性委員の登用を推進
する工夫を行う。 こころの健康セ

ンター

3 防災会議

「さいたま市防災会議条
例」において委員の選出先
が指定されていることか
ら、依頼時に女性の積極的
な登用の配慮について申し
添えている。

引き続き、依頼文を送付す
る際に、女性の積極的な登
用を依頼するとともに、委
員の構成を見直すことにつ
いても検討する。

防災課

2
さいたま市国民保
護協議会

女性委員の推薦について文
書及び口頭で依頼

女性委員の推薦について文
書及び口頭で依頼

危機管理課

1 行政不服審査会

推薦団体への積極的な女性
推薦依頼を行った。

引き続き、推薦団体への積
極的な女性推薦依頼を行
い、女性の登用について考
慮するよう努めていく。 法務・コンプラ

イアンス課

年度末 総数
うち
女性

割合％ 有無 女性 男性

【審議会（法律）】

審議会等名称

委員数
うち市民公募

委員数 女性登用目標値
「平成３０年度末までに４２％」
達成に向けてのこれまでの方策

女性登用目標値
「令和５年度末までに４２％」

達成に向けての今後の取組

担当課
（旧課名）
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年度末 総数
うち
女性

割合％ 有無 女性 男性

審議会等名称

委員数
うち市民公募

委員数 女性登用目標値
「平成３０年度末までに４２％」
達成に向けてのこれまでの方策

女性登用目標値
「令和５年度末までに４２％」

達成に向けての今後の取組

担当課
（旧課名）

Ｒ1 5 1 20.0 無

Ｒ2 5 1 20.0 無

Ｒ3 5 0 0.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 10 1 10.0 無

Ｒ2 10 1 10.0 無

Ｒ3 10 1 10.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 5 0 0.0 無

Ｒ2 7 0 0.0 無

Ｒ3 7 0 0.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 10 0 0.0 無

Ｒ2 10 0 0.0 無

Ｒ3 10 0 0.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 17 6 35.3 有 1 1

Ｒ2 17 6 35.3 有 1 1

Ｒ3 18 7 38.9 有 1 1

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 7 3 42.9 無

Ｒ2 7 3 42.9 無

Ｒ3 7 3 42.9 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 7 3 42.9 無

Ｒ2 7 3 42.9 無

Ｒ3 7 3 42.9 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 15 1 6.7 無

Ｒ2 15 1 6.7 無

Ｒ3 15 1 6.7 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 10 1 10.0 無

Ｒ2 10 1 10.0 無

Ｒ3 10 1 10.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 15 2 13.3 無

Ｒ2 15 2 13.3 無

Ｒ3 15 2 13.3 無

Ｒ4

Ｒ5

20

都市計画事業東浦
和第二土地区画整
理審議会

審議会委員は立候補により
候補者の中から選挙するこ
とになっているため、告示
等を行い、広く募集等を行
う形で推進してきた。

審議会委員の任期満了時に
は、学識経験委員に女性を
登用することに努める。女
性登用に向けて、５年に一
度の審議会委員選挙の周知
に努める

東浦和まちづく
り事務所

19

都市計画事業大門
下野田特定土地区
画整理審議会

土地所有者等から選出される審議委
員は、土地区画整理法に基づく選挙
により選ばれるため、市が女性の登
用を促進する状況にない。学識経験
委員については、令和元年１１月の
改選時に過去のさいたま市における
学識経験者の中から女性を人選し、
委員へ就任いただくことができた。

土地所有者から選出される委
員については、立候補にあた
り市が介入することはできな
いため、次期改選時に、学識
経験委員において、引き続き
女性の登用ができるか検討す
ることとする。

浦和東部まちづ
くり事務所

18

都市計画事業浦和
東部第一特定土地
区画整理審議会

土地所有者等から選出される審議委
員は、土地区画整理法に基づく選挙
により選ばれるため、市が女性の登
用を促進する状況にない。学識経験
委員については、令和３年8月の改
選時に過去のさいたま市における学
識経験者の中から女性を人選し、委
員へ就任いただくことができた。

土地所有者から選出される委
員については、立候補にあた
り市が介入することはできな
いため、次期改選時に、学識
経験委員において、引き続き
女性の登用ができるか検討す
ることとする。

浦和東部まちづ
くり事務所

17 開発審査会

推薦団体への積極的な女性
推薦依頼などを実施した。

引き続き、42％を下回らな
いように登用計画の遂行に
努める。

都市計画課

16 土地利用審査会

推薦団体への積極的な女性
推薦依頼などを実施した。

引き続き、42％を下回らな
いように登用計画の遂行に
努める。

都市計画課

15 都市計画審議会

市議会議員委員の改選のため、市
議会議長に委員推薦依頼をする際
に、女性登用率の目標値達成の配
慮を併せて依頼するとともに、学
識経験者委員の改選の際、女性委
員の登用について配慮した。

委員の改選時には、女性登
用目標値を達成するよう努
める。

都市計画課

14
都市計画事業指扇土
地区画整理審議会

土地所有者等から選出される審議委
員は、土地区画整理法に基づく選挙
により選ばれるため、市が女性の登
用を促進する状況にない。学識経験
委員については、令和３年３月の改
選の際に女性人材リストにより検討
をしたが選任には至らなかった。

引き続き、審議会委員の次
期改選時に、学識経験委員
において、女性の登用がで
きるよう検討していくこと
とする。

日進・指扇周辺ま
ちづくり事務所

13 指定難病審査会

埼玉県とともに、推薦団体
への女性推薦依頼を実施し
た。

次期改選の際には、目標値
を達成するため、埼玉県と
も協力体制を図り、推薦団
体への積極的な推薦依頼を
実施する。

疾病予防対策課

12
小児慢性特定疾病
審査会

埼玉県とともに、推薦団体へ
の女性推薦依頼を実施した。

次期改選の際には、目標値
を達成するため、埼玉県と
も協力体制を図り、推薦団
体への積極的な推薦依頼を
実施する。

疾病予防対策課

11 感染症診査協議会

委員を任用する際に、推薦
団体への積極的な女性推薦
依頼などを実施した。

２年毎の改選時には、引き
続き、人材の発掘に尽力
し、推薦団体への積極的な
女性推薦依頼に努め、継続
して目標達成に向けて努力
する。

疾病予防対策課
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年度末 総数
うち
女性

割合％ 有無 女性 男性

審議会等名称

委員数
うち市民公募

委員数 女性登用目標値
「平成３０年度末までに４２％」
達成に向けてのこれまでの方策

女性登用目標値
「令和５年度末までに４２％」

達成に向けての今後の取組

担当課
（旧課名）

Ｒ1 9 1 11.1 無

Ｒ2 10 1 10.0 無

Ｒ3 10 2 20.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 10 3 30.0 無

Ｒ2 10 4 40.0 無

Ｒ3 10 4 40.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 15 2 13.3 無

Ｒ2 15 2 13.3 無

Ｒ3 15 2 13.3 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 10 1 10.0 無

Ｒ2 10 1 10.0 無

Ｒ3 10 1 10.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 10 2 20.0 無

Ｒ2 10 2 20.0 無

Ｒ3 10 2 20.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 7 2 28.6 無

Ｒ2 7 2 28.6 無

Ｒ3 7 2 28.6 無

Ｒ4

Ｒ5

26 建築審査会

法で定めた分野の女性人材
発掘を行うとともに、推薦
団体等へ女性委員の推薦依
頼を行った。

引き続き、改選時に推薦団
体等へ積極的な女性委員の
推薦を依頼するとともに、
女性人材発掘に努める。 建築総務課

25
大宮駅西口第四土
地区画整理審議会

学識経験委員に交代があっ
た場合には、女性の登用を
検討した。

学識経験委員に交代があっ
た場合には、女性の登用を
検討する。

大宮駅西口まち
づくり事務所

24

都市計画事業岩槻
駅西口土地区画整
理審議会

土地所有者等から選出される審議委
員は、土地区画整理法に基づく選挙
により選ばれるため、市が女性の登
用を促進する状況にない。平成29
年１０月の改選時に女性1人を学識
経験者として選任し、委員に就任い
ただくことができた。

土地所有者から選出される委
員については、立候補に当た
り市が介入することはできな
いため、次期改選時に、学識
経験委員において、女性の登
用ができるか検討することと
する。

岩槻まちづくり
事務所

23

都市計画事業江川
土地区画整理審議
会

土地所有者等から選出される審議委
員は、土地区画整理法に基づく選挙
により選ばれるため、市が女性の登
用を促進する状況にない。平成31
年2月の改選時に1人を学識経験者
として選任し、また土地所有者から
１人の立候補により、女性2人が委
員に就任いただくことができた。

土地所有者から選出される委
員については、立候補に当た
り市が介入することはできな
いため、次期改選時に、学識
経験委員において、女性の登
用ができるか検討することと
する。

岩槻まちづくり
事務所

22

都市計画事業南与
野駅西口土地区画
整理審議会

土地所有者等から選出される審議委
員は、土地区画整理法に基づく選挙
により選ばれるため、市が女性の登
用を促進する状況にない。学識経験
委員については、令和3年3月の改
選時に女性を1人学識経験者として
選任し、また地権者から女性3人の
立候補により、委員へ就任いただく
ことができた。

土地所有者から選出される委
員については、立候補にあた
り市が介入することはできな
いため、次期改選時に、学識
経験委員において、女性の登
用ができるか検討することと
する。

与野まちづくり
事務所

21

都市計画与野駅西
口土地区画整理審
議会

土地所有者等から選出される審議委
員は、土地区画整理法に基づく選挙
により選ばれるため、市が女性の登
用を促進する状況にない。学識経験
委員については、令和３年11月の
改選時に女性を1人学識経験者とし
て選任し、また、地権者から女性１
人の立候補により、委員へ就任いた
だくことができた。

土地所有者から選出される委
員については、立候補にあた
り市が介入することはできな
いため、次期改選時に、学識
経験委員において、女性の登
用ができるか検討することと
する。

与野まちづくり
事務所

審
議
会
等
委
員
の
女
性
の
登
用
状
況

参
考
資
料
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Ｒ1 10 1 10.0 有 0 1

Ｒ2 10 2 20.0 有 1 0

Ｒ3 10 2 20.0 有 1 0

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1

Ｒ2

Ｒ3 5 1 20.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 5 2 40.0 無

Ｒ2 5 2 40.0 無

Ｒ3 5 2 40.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 10 7 70.0 有 2 0

Ｒ2 10 7 70.0 有 2 0

Ｒ3 10 3 30.0 有 1 1

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 5 4 80.0 無

Ｒ2 5 4 80.0 無

Ｒ3 5 4 80.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 5 3 60.0 無

Ｒ2 5 3 60.0 無

Ｒ3 5 3 60.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 3 2 66.7 無

Ｒ2 3 2 66.7 無

Ｒ3 3 2 66.7 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 10 3 30.0 有 1 1

Ｒ2 10 3 30.0 有 1 1

Ｒ3 10 3 30.0 有 1 1

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 9 5 55.6 無

Ｒ2 11 4 36.4 無

Ｒ3 12 5 41.7 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 5 3 60.0 無

Ｒ2 5 3 60.0 無

Ｒ3 5 3 60.0 無

Ｒ4

Ｒ5

36
入札監視・苦情検
討委員会

委員の改選にあたり、所属
団体等に対して女性の推薦
についてご配慮をいただく
よう依頼した。

引き続き、女性人材の発掘
に尽力するとともに、４
２％を下回らないよう登用
計画の遂行に努めていく。 契約課

35 財産評価委員会

関係団体に後任委員の推薦
を依頼する際、女性の推薦
を働きかけた。

引き続き、委員更新の際は
積極的に女性の登用を図
り、４２％を下回らないよ
う登用計画の遂行に努めて
いく。

資産経営課

34
特別職報酬等審議
会

推薦団体に対する協力依
頼、女性人材リストの活
用、女性委員の再任、市民
公募の活用等により、女性
の登用に努めている。

今後も、女性の積極的な登
用に努め、団体推薦は女性
が多い団体を選択すること
を検討し、多方面から女性
人材の発掘に努めていく。

職員課

33
公務災害補償等審
査会

有識者における女性人材の
発掘や、推薦団体への積極
的な女性推薦依頼などを実
施した。

引き続き、女性人材の発掘
に尽力するとともに、４
２％を下回らないよう登用
計画の遂行に努めていく。 職員課

32
公務災害補償等認
定委員会

有識者における女性人材の
発掘や、推薦団体への積極
的な女性推薦依頼などを実
施した。

引き続き、女性人材の発掘
に尽力するとともに、４
２％を下回らないよう登用
計画の遂行に努めていく。 職員課

31
市議会資産等公開
審査会

推薦団体への積極的な女性
推薦依頼などを実施した。

引き続き、女性人材の発掘
に尽力するとともに、４
２％を下回らないように登
用計画の遂行に努めてい
く。

行政透明推進課

30
情報公開・個人情
報保護審議会

推薦団体への積極的な女性
推薦依頼などを実施した。

引き続き、女性人材の発掘
に尽力するとともに、４
２％を達成するよう登用計
画の遂行に努めていく。 行政透明推進課

29
情報公開・個人情
報保護審査会

女性の人材の発掘や、団体
への積極的な女性推薦依頼
などを実施した。

引き続き、女性人材の発掘
に尽力するとともに、４
２％を達成するよう登用計
画の遂行に努めていく。 行政透明推進課

28

さいたま市生活保
護業務における不
適正事務処理に関
する第三者委員会

推薦団体への積極的な女性
推薦依頼を行った。

新たな人選が必要な場合
は、継続して推薦団体への
積極的な推薦依頼を行い、
女性の登用について考慮す
るよう努めていく。

法務・コンプラ
イアンス課

27 市史編さん審議会

学識経験者における女性人
材の発掘、推薦団体への女
性推薦依頼などを実施し
た。

引き続き、女性人材の発掘
に尽力するとともに、４
２％を下回らないよう登用
計画の遂行に努めていく。 アーカイブズセ

ンター

年度末 総数
うち
女性

割合％ 有無 女性 男性

【審議会（条例）】

審議会等名称

委員数
うち市民公募

委員数 女性登用目標値
「平成３０年度末までに４２％」
達成に向けてのこれまでの方策

女性登用目標値
「令和５年度末までに４２％」

達成に向けての今後の取組

担当課
（旧課名）
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年度末 総数
うち
女性

割合％ 有無 女性 男性

審議会等名称

委員数
うち市民公募

委員数 女性登用目標値
「平成３０年度末までに４２％」
達成に向けてのこれまでの方策

女性登用目標値
「令和５年度末までに４２％」

達成に向けての今後の取組

担当課
（旧課名）

Ｒ1 7 3 42.9 無

Ｒ2 7 4 57.1 無

Ｒ3 7 4 57.1 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 20 11 55.0 有 3 3

Ｒ2 20 12 60.0 有 3 3

Ｒ3 20 10 50.0 有 4 2

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 15 7 46.7 有 2 1

Ｒ2 15 7 46.7 有 2 1

Ｒ3 15 7 46.7 有 2 1

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 10 3 30.0 無

Ｒ2 8 2 25.0 無

Ｒ3 8 2 25.0 無40
大宮盆栽美術館運
営委員会

学識経験者における女性人
材の発掘に努め尽力し、積
極的な女性委員の登用を
図った。

引き続き、女性人材の発掘
に尽力する。

大宮盆栽美術館

39 消費生活審議会

消費者行政の推進の取り組みに女
性の視点も加わるように、積極的
に女性の登用を図った。委員の委
嘱更新時には、推薦団体に対して
特に女性推薦を依頼した。また、
市民公募の活用等により、女性の
登用に努めた。

引き続き、女性人材の発掘
に尽力するとともに、４
２％を下回らないように登
用計画を積極的に遂行して
いく。

消費生活総合セ
ンター

38
市民活動推進委員
会

学識経験者や団体の代表
者、事業者など積極的に女
性への依頼をしてきた。

引き続き、女性人材の発掘
に尽力するとともに、４
２％を上回るように登用計
画の遂行に努めていく。 市民協働推進課

37
市民局指定管理者
審査選定委員会

施設運営に関する学識者等
の委員について、積極的に
女性に委嘱するよう努め
た。

引き続き女性委員への委嘱
を積極的に進める。

市民生活安全課

審
議
会
等
委
員
の
女
性
の
登
用
状
況

参
考
資
料
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年度末 総数
うち
女性

割合％ 有無 女性 男性

審議会等名称

委員数
うち市民公募

委員数 女性登用目標値
「平成３０年度末までに４２％」
達成に向けてのこれまでの方策

女性登用目標値
「令和５年度末までに４２％」

達成に向けての今後の取組

担当課
（旧課名）

Ｒ1 4 1 25.0 無

Ｒ2 4 1 25.0 無

Ｒ3 4 1 25.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1

Ｒ2 6 3 50.0 無

Ｒ3 6 3 50.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 15 6 40.0 有 1 1

Ｒ2 15 5 33.3 有 0 2

Ｒ3 15 5 33.3 有 0 2

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 7 2 28.6 無

Ｒ2 7 2 28.6 無

Ｒ3 7 2 28.6 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 15 3 20.0 有 1 1

Ｒ2 15 3 20.0 有 1 1

Ｒ3 15 5 33.3 有 1 1

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 10 5 50.0 無

Ｒ2 10 5 50.0 無

Ｒ3 10 5 50.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 11 1 9.1 無

Ｒ2 11 1 9.1 無

Ｒ3 11 1 9.1 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 7 2 28.6 無

Ｒ2 7 2 28.6 無

Ｒ3 7 2 28.6 無

Ｒ4

Ｒ5

48
墓地等設置計画審
査会

学識経験者について、女性
の登用に配慮していただく
よう関係団体へ推薦依頼を
行った。

引き続き、推薦依頼をする
関係団体に対し、女性の登
用に配慮いただくようお願
いし、目標達成に努める。 生活衛生課

47
予防接種健康被害
調査委員会

学識経験者における女性人
材の発掘や、推薦団体への
積極的な女性推薦依頼など
を実施した。

引き続き、学識経験者にお
ける女性人材の発掘に尽力
し、推薦団体への積極的な
女性推薦依頼を行うこと
で、目標達成に努めてい
く。

地域医療課

46
精神保健福祉審議
会

推薦団体への積極的な女性
推薦依頼などを実施した。

引き続き、女性人材の発掘
に尽力するとともに、４
２％を下回らないように登
用計画の遂行に努めてい
く。

健康増進課

45
歯科口腔保健審議
会

市民公募を取り入れたり、
各団体へ女性の登用に配慮
を求めるなど、積極的な女
性推薦依頼などを実施し
た。

引き続き、女性人材の発掘
に尽力するとともに、４
２％を達成できるように登
用計画の遂行に努めてい
く。

健康増進課

44

さいたま市健康診
査等に係る事故・
紛争等対応委員会

推薦団体への積極的な女性
推薦依頼などを実施した。

女性割合が28.6％を下回ら
ないようにする。

健康増進課

43
がん対策推進協議
会

推薦団体への積極的な女性
推薦依頼などを実施した。

引き続き、女性人材の発掘
に尽力するとともに、４
２％を達成できるように登
用計画の遂行に努めてい
く。

健康増進課

42
人形資料等選考評
価委員会

学識経験者における女性人
材の発掘に努め尽力し、積
極的な女性委員の登用を
図った。

引き続き、女性人材の発掘
に尽力する。

岩槻人形博物館

41
盆栽資料等選考評
価委員会

学識経験者における女性人
材の発掘に努め尽力し、積
極的な女性委員の登用を
図った。

引き続き、女性人材の発掘
に尽力する。

大宮盆栽美術館
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年度末 総数
うち
女性

割合％ 有無 女性 男性

審議会等名称

委員数
うち市民公募

委員数 女性登用目標値
「平成３０年度末までに４２％」
達成に向けてのこれまでの方策

女性登用目標値
「令和５年度末までに４２％」

達成に向けての今後の取組

担当課
（旧課名）

Ｒ1 7 2 28.6 無

Ｒ2 7 2 28.6 無

Ｒ3 7 2 28.6 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 26 5 19.2 有 0 2

Ｒ2 28 6 21.4 有 1 2

Ｒ3 28 6 21.4 有 1 2

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1

Ｒ2 7 1 14.3 無

Ｒ3 7 1 14.3 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 8 6 75.0 有 1 0

Ｒ2 8 5 62.5 有 1 0

Ｒ3 8 6 75.0 有 1 0

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 10 3 30.0 有 1 0

Ｒ2 10 3 30.0 有 1 0

Ｒ3 10 3 30.0 有 1 0

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 12 4 33.3 無

Ｒ2 12 4 33.3 無

Ｒ3 11 5 45.5 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 5 2 40.0 無

Ｒ2 5 2 40.0 無

Ｒ3 5 2 40.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 6 5 83.3 無

Ｒ2 6 5 83.3 無

Ｒ3 5 4 80.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 25 2 8.0 無

Ｒ2 25 2 8.0 無

Ｒ3 26 1 3.8 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 17 6 35.3 有 0 2

Ｒ2 17 6 35.3 有 0 2

Ｒ3 18 7 38.9 有 1 1

Ｒ4

Ｒ5

58 環境審議会

委員の任期満了に伴う新委
員選考に際して、推薦団体
に対し女性を積極的に推薦
するよう依頼した。

引き続き、委員の選考にあ
たっては、女性の登用に配
慮し、目標数値を下回らな
いように努めていく。 環境創造政策課

57
いじめのないまちづ
くりネットワーク

委員選考に当たり、学識経
験者や各団体における女性
人材の発掘に努めたが、推
薦団体等の代表者に男性が
多いため、女性登用目標値
には達しなかった。

次回改選時（令和４年度
末）委員推薦の際、また会
議開催の際に各団体に呼び
かけを行う。 青少年育成課

56
健康科学研究セン
ター倫理委員会

学識経験者及び市民の立場
にある方の中から女性人材
の発掘を実施した。

引き続き、女性人材の発掘
に尽力するとともに、42％
を下回らないよう登用計画
の遂行に努めていく。 保健科学課

55

医療保護入院等の
ための移送に関す
る審査会

委員の大半を精神科医師で
構成しているため、目標達
成が困難であったが、他職
種の委員の選定の際に女性
の推薦を要請する等、可能
な限り達成に向けて取り組
んできた。

委員総数が少なく、職種も
限られる中、数値目標の達
成は困難であると考えられ
るが、引き続き女性の登用
に向けて努力していく。

精神保健課

54
地域自立支援協議
会

推薦団体への女性委員の推
薦を依頼した。

引き続き、４２％を下回ら
ないよう、登用計画の遂行
に努めていく。

障害支援課

53

障害者の権利の擁
護等に関する委員
会

推薦団体へ積極的な女性委
員の推薦を依頼した。

引き続き、女性人材の発掘
に尽力する。

障害政策課

52
地域密着型サービ
ス運営委員会

保健・福祉・医療関係者に
おける女性人材の発掘や、
推薦団体への積極的な女性
推薦依頼を実施した。

引き続き、女性人材の発掘
に尽力するとともに、４
２％を上回るように登用計
画の遂行に努めていく。 介護保険課

51
災害弔慰金等支給
審査委員会

推薦団体に対しては、審議
会等委員に関する本市の方
針について理解を求め、口
頭により女性の推薦を依頼
した。

推薦団体は限定的となる
が、改選等の際は、引き続
き女性委員の推薦について
の配慮を求めることとす
る。

福祉総務課

50
福祉のまちづくり
推進協議会

推薦団体に対しては、審議
会等委員に関する本市の方
針について理解を求め、文
書や口頭により女性の推薦
を依頼した。

引き続き、女性人材の発掘
に尽力するとともに、４
２%を下回らないように登
用計画の進行に努めてい
く。

福祉総務課

49

精神障害者保健福
祉手帳及び自立支
援医療費支給判定
委員会

委員を推薦いただく団体に
市の施策について理解と協
力を求め、女性の登用に配
慮していただくよう依頼し
た。

引き続き、推薦団体に女性
の登用について配慮いただ
くよう依頼するほか、委員
を担える女性の人材を発掘
していく。

こころの健康セ
ンター
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年度末 総数
うち
女性

割合％ 有無 女性 男性

審議会等名称

委員数
うち市民公募

委員数 女性登用目標値
「平成３０年度末までに４２％」
達成に向けてのこれまでの方策

女性登用目標値
「令和５年度末までに４２％」

達成に向けての今後の取組

担当課
（旧課名）

Ｒ1 15 4 26.7 無

Ｒ2 15 4 26.7 無

Ｒ3 15 3 20.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 15 6 40.0 有 0 2

Ｒ2 14 6 42.9 有 1 1

Ｒ3 15 7 46.7 有 1 1

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1

Ｒ2

Ｒ3 12 6 50.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1

Ｒ2 11 2 18.2 有 1 1

Ｒ3 11 2 18.2 有 1 1

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 5 3 60.0 無

Ｒ2 5 3 60.0 無

Ｒ3 5 3 60.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 10 7 70.0 有 2 0

Ｒ2 10 7 70.0 有 1 2

Ｒ3 10 7 70.0 有 1 2

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 15 6 40.0 有 1 1

Ｒ2 15 6 40.0 有 1 1

Ｒ3 15 6 40.0 有 1 1

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 5 2 40.0 無

Ｒ2 5 2 40.0 無

Ｒ3 5 2 40.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1

Ｒ2 8 4 50.0 無

Ｒ3 8 4 50.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 6 2 33.3 無

Ｒ2

Ｒ3 7 4 57.1 無

Ｒ4

Ｒ5

68

さいたま市経済局
指定管理者審査選
定委員会

委員の選任の際、推薦団体
へ積極的な女性の推薦を依
頼した。

引き続き、委員の選任の
際、推薦団体へ積極的な女
性の推薦を依頼する。

経済政策課

67
さいたま市市場運
営取引委員会

委員の選任の際、関係機関
への積極的な女性の推薦を
依頼するなど、女性人材の
発掘に努めた。

引き続き、女性人材の登用
について推薦団体への依頼
をするなど、積極的な女性
の登用に努めていく。 食肉中央卸売市

場

66 農業委員選考委員会

関係機関に女性登用促進へ
の協力を依頼し、女性人材
の発掘に努めた。

引き続き、女性人材の発掘
に尽力し、目標達成に努め
ていく。

農業政策課

65 都市農業審議会

学識経験者における女性人
材の発掘や、推薦団体への
積極的な女性推薦依頼など
を実施した。

引き続き、女性人材の発掘
に尽力し、目標達成に努め
ていく。

農業政策課

64 外国人市民委員会

学識経験者における女性人
材の発掘や、推薦団体への
積極的な女性推薦依頼など
を実施した。

引き続き、女性人材の発掘
に尽力し、目標達成に努め
ていく。

観光国際課

63
大規模小売店舗立
地審議会

委員へ女性の推薦を求める
とともに、学識経験者にお
ける女性人材の発掘を行っ
てきた。

引き続き、委員へ女性の推
薦を求めるとともに、学識
経験者における女性人材の
発掘を行っていく。 商業振興課

62
さいたま市商業等
振興審議会

審議会の構成員である商店
関係団体へ女性の推薦を求
めるとともに、学識経験者
における女性人材の発掘を
行ってきた。

引き続き、商店関係団体へ
女性の推薦を求めるととも
に、学識経験者における女
性人材の発掘を行ってい
く。

商業振興課

61

さいたま市ＳＤＧ
ｓ企業認証審査会
（条例）

学識経験者における女性人
材の発掘や、推薦団体への
積極的な女性推薦依頼など
を実施した。

委員改選の場合には、引き
続き団体からの女性推薦を
依頼する。

経済政策課

60
廃棄物減量等推進
審議会

新規委員選出にあたって
は、各団体に女性の積極的
な推薦を依頼。

引き続き、委員の改選時に
は各団体へ女性の推薦につ
いて働きかけを行っていく
ほか、市民公募委員の選考
においても性別のバランス
に配慮する。

資源循環政策課

59
環境影響評価技術
審議会

委員の選任にあたり女性の
推薦についての配慮を求め
た。また、さいたま市女性
人材リストより関連する領
域まで範囲を広げて探し
た。

委員の交代や次期改選時ま
でに、引き続き、学識経験
者の女性人材の発掘を行う
等、女性登用率の改善に向
けた取組を図る。

環境対策課

166



年度末 総数
うち
女性

割合％ 有無 女性 男性

審議会等名称

委員数
うち市民公募

委員数 女性登用目標値
「平成３０年度末までに４２％」
達成に向けてのこれまでの方策

女性登用目標値
「令和５年度末までに４２％」

達成に向けての今後の取組

担当課
（旧課名）

Ｒ1

Ｒ2

Ｒ3 7 3 42.9 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1

Ｒ2 7 4 57.1 無

Ｒ3 7 2 28.6 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 9 5 55.6 無

Ｒ2 10 4 40.0 無

Ｒ3 9 4 44.4 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1

Ｒ2

Ｒ3 5 1 20.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 30 3 10.0 有 1 2

Ｒ2 30 3 10.0 有 1 2

Ｒ3 30 3 10.0 有 1 2

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1

Ｒ2

Ｒ3 14 2 14.3 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 10 5 50.0 有 1 1

Ｒ2 9 4 44.4 有 1 1

Ｒ3 10 4 40.0 有 1 1

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1

Ｒ2

Ｒ3 6 3 50.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 9 4 44.4 無

Ｒ2 9 3 33.3 無

Ｒ3 9 3 33.3 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 8 4 50.0 無

Ｒ2 8 4 50.0 無

Ｒ3 8 4 50.0 無

Ｒ4

Ｒ5

78
建築開発紛争調停
委員会

改選時に女性登用に配慮し
た委員の選出を実施すると
ともに、推薦団体等へ女性
委員の推薦依頼を行った。

引き続き、女性登用に配慮
した委員の改選を実施して
いく。

建築総務課

77 ホテル等建築審議会

改選時に女性登用に配慮し
た委員の選出を実施すると
ともに、推薦団体等へ女性
委員の推薦依頼を行った。

引き続き、女性登用に配慮
した委員の改選を実施して
いく。

建築総務課

76

さいたま市営桜木
駐車場用地活用事
業者選定委員会

学識経験者における女性人
材の発掘を行った。

引き続き、女性人材の発掘
に尽力するとともに、４
２％を下回らないようにと
登用計画の推敲に努めてい
く。

東日本交流拠点
整備課

75

さいたま市花とみ
どりのまちづくり
審議会

学識経験者における女性人
材の発掘や推薦団体への積
極的な女性推薦依頼などを
実施した。

改選時には、女性の候補者
を推薦していただくよう依
頼を行うほか、女性人材リ
ストの積極的な活用を図
り、女性登用率の目標値の
達成に努める。

みどり推進課

74
さいたま市自転車
等駐車対策協議会

委員選任について、対象団
体が限られている中で、女
性の積極的な登用を心がけ
た。

今後の委員改選の際、女性
の積極的な登用を心がけ
る。

自転車まちづく
り推進課

73
地域公共交通協議
会

女性委員の登用について、
文書及び口頭で依頼した。

女性委員の登用について、
文書及び口頭で依頼する。

交通政策課

72

公募対象公園施設
設置等予定者選定
委員会

学識経験者における女性人
材の発掘に努め尽力し、積
極的な女性委員の登用を
図った。

引き続き、女性人材の発掘
に尽力するとともに、４
２％を下回らないよう登用
計画の遂行に努めていく。 都市公園課

71 景観審議会

関係団体に対し、女性の委
員登用に配慮いただくよう
依頼した。

委員の改選時には、引き続
き、女性登用率の目標値達
成の配慮を併せて依頼す
る。 都市計画課

70
都市局指定管理者
審査選定委員会

委員の選任にあたっては、
女性登用目標値を達成する
よう極力女性に依頼した。

R3は目標値である４２％を
下回る結果となったため、
より積極的な女性の登用を
図り、目標値の達成に努め
る。

都市総務課

69
さいたま市伝統産
業委員会

団体へ女性の推薦を求める
とともに、学識経験者にお
ける女性人材の発掘を行っ
てきた。

引き続き、団体へ女性の推
薦を求めるとともに、学識
経験者における女性人材の
発掘を行っていく。 商業振興課
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年度末 総数
うち
女性

割合％ 有無 女性 男性

審議会等名称

委員数
うち市民公募

委員数 女性登用目標値
「平成３０年度末までに４２％」
達成に向けてのこれまでの方策

女性登用目標値
「令和５年度末までに４２％」

達成に向けての今後の取組

担当課
（旧課名）

Ｒ1 7 3 42.9 無

Ｒ2 7 3 42.9 無

Ｒ3 7 3 42.9 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 14 7 50.0 有 1 1

Ｒ2 13 6 46.2 有 1 1

Ｒ3 15 7 46.7 有 0 3

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 7 3 42.9 無

Ｒ2 7 3 42.9 無

Ｒ3 7 3 42.9 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 5 2 40.0 無

Ｒ2 5 2 40.0 無

Ｒ3 5 2 40.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 5 2 40.0 無

Ｒ2 5 2 40.0 無

Ｒ3 5 2 40.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 15 6 40.0 無

Ｒ2 15 6 40.0 無

Ｒ3 15 6 40.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 10 3 30.0 無

Ｒ2 10 3 30.0 無

Ｒ3 10 3 30.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 20 12 60.0 無

Ｒ2 20 10 50.0 無

Ｒ3 19 8 42.1 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 14 4 28.6 無

Ｒ2 15 2 13.3 無

Ｒ3 15 2 13.3 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 8 1 12.5 無

Ｒ2 8 2 25.0 無

Ｒ3 8 2 25.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 13 3 23.1 無

Ｒ2 13 2 15.4 無

Ｒ3 13 2 15.4 無

Ｒ4

Ｒ5

89
学校結核対策委員
会

委員の選任にあたっては、
各関係団体（４医師会、学
校関係者）に女性登用促進
への理解・協力を要請し
た。

今後も引き続き、各関係団
体に女性登用促進への理
解・協力を要請していく。

健康教育課

88
学校災害救済給付
金審査委員会

委員の選任にあたっては、
各関係団体（４医師会、歯
科医師会）に女性登用促進
への理解・協力を要請し
た。

今後も引き続き、各関係団
体に女性登用促進への理
解・協力を要請していく。

健康教育課

87
いじめのない学校
づくり推進委員会

推薦団体に女性人材の発掘
や積極的な女性の推薦依頼
を実施した。

今後も引き続き、推薦団体
に女性人材の登用ができる
ように登用計画の遂行に努
めていく。 指導2課

86 就学支援委員会

前回改選時に推薦団体に女
性人材の発掘や積極的な女
性の推薦依頼を実施した。

引き続き、推薦団体に女性
人材の登用ができるように
登用計画の遂行に努めてい
く。 特別支援教育室

85 教職員健康審査会

委員選任時に推薦団体等
に、積極的な女性の推薦を
依頼した。

委員選任時に推薦団体等
に、積極的な女性の推薦を
依頼する。

教職員人事課

84

さいたま市立小・
中学校通学区域審
議会

令和４年度の委員委嘱に際
し、関係する各団体に対し
て積極的な女性委員の推薦
を依頼している。

委員委嘱替えの際に、関係
する各団体に対して、女性
委員の積極的な推薦を依頼
することにより、委員の女
性登用を図り、目標値の達
成に努める。

学事課

83

中央・桜・浦和・
南・緑福祉事務所
老人ホーム入所判
定委員会

条例に定める要件を満たす
場合で、選考に本課の選択
の余地がある場合は、極力
女性を選ぶようにした。

条例に定める要件を満たす
場合で、選考に本課の選択
の余地がある場合は、極力
女性を選ぶようにしてい
く。

浦和区
高齢介護課

82

西・北・大宮・見
沼・岩槻福祉事務
所老人ホーム入所
判定委員会

条例に定める要件を満たす
場合で、選考に当課の選択
の余地がある場合は、極力
女性を選ぶようにした。

条例に定める要件を満たす
場合で、選考に当課の選択
の余地がある場合は、極力
女性を選ぶようにしてい
く。

高齢介護課

81 公共事業評価審議会

委員選任時に積極的な女性
学識者の選任に努めた。

引き続き女性人材の選任に
尽力するとともに、女性登
用目標値の維持に努める。

技術管理課

80 下水道事業審議会

委員選任時に推薦団体等
に、積極的な女性の推薦を
依頼した。

引き続き、女性人材の発掘
に尽力し、目標達成に努め
ていく。

下水道総務課

79
浸水住宅改良資金
融資審査会

関係団体に対し、女性の委
員登用に配慮いただくよう
依頼した。

引き続き、関係団体に対
し、女性登用促進への理
解・協力を依頼するととも
に、女性登用計画の遂行に
努めていく。

住宅政策課
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年度末 総数
うち
女性

割合％ 有無 女性 男性

審議会等名称

委員数
うち市民公募

委員数 女性登用目標値
「平成３０年度末までに４２％」
達成に向けてのこれまでの方策

女性登用目標値
「令和５年度末までに４２％」

達成に向けての今後の取組

担当課
（旧課名）

Ｒ1 10 5 50.0 無

Ｒ2 11 5 45.5 無

Ｒ3 14 7 50.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 15 7 46.7 無

Ｒ2 15 8 53.3 無

Ｒ3 15 8 53.3 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 10 3 30.0 有 0 2

Ｒ2 10 4 40.0 有 1 1

Ｒ3 10 4 40.0 有 1 1

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 15 7 46.7 有 1 1

Ｒ2 15 7 46.7 有 1 1

Ｒ3 15 8 53.3 有 2 1

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 14 6 42.9 無

Ｒ2 15 7 46.7 無

Ｒ3 15 7 46.7 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 10 4 40.0 有 1 1

Ｒ2 10 5 50.0 有 0 2

Ｒ3 10 5 50.0 有 0 2

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 15 10 66.7 有 2 1

Ｒ2 15 10 66.7 有 2 1

Ｒ3 15 8 53.3 有 2 1

Ｒ4

Ｒ5

96 博物館協議会

学識経験者における女性人
材の発掘や登用に努めた。

委員改選時には、引き続
き、女性を登用するよう努
めていく。

博物館

95
青少年宇宙科学館
運営委員会

学識経験者における女性委
員の発掘や、推薦団体への
積極的な女性委員の推薦依
頼を実施した。

委員改選時には引き続き、
学識経験者における女性委
員の発掘に努めるととも
に、推薦団体への積極的な
女性委員の推薦依頼を行
う。

青少年宇宙科学
館

94 文化財保護審議会

学識経験者における女性人
材の発掘や登用に努めた。

引き続き、女性人材の発掘
に尽力するとともに、４
２％を達成するよう登用計
画の遂行に努めていく。 文化財保護課

93 社会教育委員会議

学識経験者における女性人
材の発掘や、推薦団体への
積極的な女性推薦依頼など
を実施した。

４２％を下回らないよう、
引き続き、女性人材の発掘
や推薦団体への働きかけ等
を実施していく。 生涯学習振興課

92
市立舘岩少年自然
の家運営委員会

委員の改選（隔年）等に際
し、各団体等に対し女性委
員の推薦を積極的に依頼し
た。

各団体に女性委員の推薦の
依頼を継続するとともに、
小学校校長会及び中学校長
会にも女性委員の推薦を依
頼する。

舘岩少年自然の
家

91
教育研究所運営委
員会

積極的に女性委員の推薦を
各組織・機関等に依頼し
た。

４２％を下回らないよう、
引き続き女性登用計画の遂
行に努めていく。

教育研究所

90
学校給食センター
運営委員会

委員の選任にあたっては、
各関係団体（４医師会、学
校関係者）に女性登用促進
への理解・協力を要請し
た。

今後も引き続き、各関係団
体に女性登用促進への理
解・協力を要請していく。

健康教育課

審
議
会
等
委
員
の
女
性
の
登
用
状
況

参
考
資
料

169168



年度末 総数
うち
女性

割合％ 有無 女性 男性

審議会等名称

委員数
うち市民公募

委員数 女性登用目標値
「平成３０年度末までに４２％」
達成に向けてのこれまでの方策

女性登用目標値
「令和５年度末までに４２％」

達成に向けての今後の取組

担当課
（旧課名）

Ｒ1 10 7 70.0 有 2 0

Ｒ2 10 7 70.0 有 2 0

Ｒ3 10 6 60.0 有 2 0

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 5 3 60.0 無

Ｒ2 5 3 60.0 無

Ｒ3 5 2 40.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 12 6 50.0 有 0 1

Ｒ2 12 6 50.0 有 0 1

Ｒ3 12 7 58.3 有 0 1

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 13 9 69.2 有 1 1

Ｒ2 13 9 69.2 有 1 1

Ｒ3 14 7 50.0 有 0 3

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 12 3 25.0 無

Ｒ2 12 3 25.0 無

Ｒ3 5 1 20.0 無

Ｒ4

Ｒ5

101
視聴覚ライブラ
リー運営委員会

委員の選出母体（団体）に
対し、口頭及び文書で、女
性委員の登用促進に対する
協力を求めてきた。

年度ごとに交代することの
多い行政関係の委員につい
て、女性を推薦するよう依
頼していく。
次回改選時までに、女性の
割合の多い団体を発掘す
る。

北図書館

100 図書館協議会

推薦団体への積極的な女性
推薦依頼を実施した。ま
た、女性の有識者で推薦で
きる人物がいないか各館長
に照会を行った。

引き続き、女性人材の発掘
に尽力するとともに、４
２％を下回らないように登
用計画の遂行に努めてい
く。

中央図書館
管理課

99 公民館運営審議会

推薦団体に女性人材の発掘
や積極的な女性の推薦依頼
を実施した。

引き続き、推薦団体への積
極的な女性の推薦を依頼す
るなど、登用率４２％を下
回らないよう、努めてい
く。

生涯学習総合セ
ンター

98
美術品等選考評価
委員会

学識経験者における女性人
材の発掘や登用に努めた。

委員改選時には、引き続
き、人材の発掘や登用に努
めていく。

うらわ美術館

97
うらわ美術館協議
会

学識経験者における女性人
材の発掘や登用に努めた。

委員改選時には、引き続
き、女性を登用するよう努
めていく。

うらわ美術館

170



Ｒ1 15 7 46.7 無

Ｒ2 10 3 30.0 無

Ｒ3 11 4 36.4 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1

Ｒ2

Ｒ3 6 2 33.3 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 7 3 42.9 無

Ｒ2 6 3 50.0 無

Ｒ3 6 3 50.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 6 0 0.0 無

Ｒ2 6 0 0.0 無

Ｒ3 6 0 0.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 17 6 35.3 有 0 2

Ｒ2 16 7 43.8 有 0 1

Ｒ3 17 7 41.2 有 0 1

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 14 3 21.4 有 2 3

Ｒ2 14 3 21.4 有 2 3

Ｒ3 14 3 21.4 有 2 2

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1

Ｒ2

Ｒ3 16 8 50.0 有 2 0

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 11 4 36.4 有 0 2

Ｒ2 12 4 33.3 有 0 2

Ｒ3 12 4 33.3 有 0 2

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 8 3 37.5 無

Ｒ2 8 3 37.5 無

Ｒ3 8 3 37.5 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 13 7 53.8 有 2 0

Ｒ2 13 7 53.8 有 2 0

Ｒ3 13 7 53.8 有 2 0

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 9 5 55.6 無

Ｒ2 9 4 44.4 無

Ｒ3 9 4 44.4 無

Ｒ4

Ｒ5

女性 男性

うち市民公募
委員数 女性登用目標値

「平成３０年度末までに４２％」
達成に向けてのこれまでの方策

女性登用目標値
「令和５年度末までに４２％」

達成に向けての今後の取組

担当課
（旧課名）

年度末 総数
うち
女性

割合％ 有無

112
高等看護学院運営
委員会

関係団体に依頼する際、女
性の推薦に配慮するように
依頼してきた。

引き続き、関係団体に対
し、積極的に女性委員の推
薦を依頼し、４２％を下回
らないように登用計画の遂
行に努めていく。

高等看護学院

111 食の安全委員会

学識経験者及び推薦団体へ
の積極的な女性推薦依頼な
どを実施した。

引き続き４２％を下回らな
いよう登用計画の遂行に努
めていく。

食品・医薬品安
全課

110
動物愛護推進協議
会

委員の改選時に、女性の登
用に配慮していただくよう
関係団体へ推薦依頼を行っ
た。

引き続き、推薦依頼をする
関係団体に対し、女性の登
用に配慮いただくようお願
いし、目標達成に努める。 生活衛生課

109
さいたま地域保健
医療協議会

推薦団体への積極的な女性
推薦依頼などを実施した。

引き続き、女性人材の発掘
に尽力するとともに、４
２％を達成できるように登
用計画の遂行に努めてい
く。

健康増進課

108

さいたま市健康づ
くり・食育推進協
議会

推薦団体への積極的な女性
推薦依頼などを実施した。

４２％を下回らないように
登用計画の遂行に努めてい
く。

健康増進課

107
文化芸術に関する
意見交換会

学識経験者における女性人
材の発掘を行うとともに、
関係団体への委員推薦依頼
に当たり、女性委員の推薦
について配慮を求めた。

引き続き、次回改選時に女
性登用率を上げるよう努め
る。

文化政策室
（文化振興課）

106
市民活動サポートセ
ンター運営協議会

各団体への積極的な女性推
薦依頼などを実施した。

引き続き、推薦団体に女性
の登用について配慮いただ
くよう依頼し、目標値達成
に向け努めていく。 市民協働推進課

105

さいたま市新型コ
ロナウイルス感染
症対策専門家会議

委員は感染症対策の専門家
のため、適切な該当者がい
れば採用

委員は感染症対策の専門家
のため、適切な該当者がい
れば採用

危機管理課

104
行政デジタル 情報
化計画評議会

有識者及び地域でＩＣＴに
関する活動をしているＮＰ
Ｏ等の市民の代表を選出す
る際に、積極的に女性の登
用を行った。

引き続き、情報誌やＨＰ等
より情報を集め、女性人材
の発掘に尽力するととも
に、登用率4２％を下回らな
いように努める。

デジタル改革推
進部

103
さいたま市行財政
シンカ推進会議

委員選任にあたり女性人材
リストを活用し、検討を
行った。

積極的に代替となる人材の
発掘を行うとともに、女性
人材リスト等の活用により
積極的な女性登用に努め
る。

行財政改革推進
部

【審議会（要綱等）】

102 外部評価委員会

関係団体への委員推薦依頼
に当たっては、女性委員の
推薦について配慮を求め
た。

委員選任の際は、推薦依頼
先に、より積極的に女性推
薦の依頼を行うほか、積極
的な女性人材の発掘を行
う。

都市経営戦略部

審議会等名称

委員数

審
議
会
等
委
員
の
女
性
の
登
用
状
況

参
考
資
料
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女性 男性

うち市民公募
委員数 女性登用目標値

「平成３０年度末までに４２％」
達成に向けてのこれまでの方策

女性登用目標値
「令和５年度末までに４２％」

達成に向けての今後の取組

担当課
（旧課名）

年度末 総数
うち
女性

割合％ 有無

審議会等名称

委員数

Ｒ1 4 1 25.0 無

Ｒ2 4 1 25.0 無

Ｒ3 4 1 25.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 16 2 12.5 無

Ｒ2 16 3 18.8 無

Ｒ3 15 5 33.3 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1

Ｒ2

Ｒ3 18 4 22.2 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 21 9 42.9 有 1 1

Ｒ2 21 9 42.9 有 1 1

Ｒ3 21 9 42.9 有 1 2

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 14 6 42.9 有 1 0

Ｒ2 14 6 42.9 有 1 0

Ｒ3 14 6 42.9 有 1 0

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 13 6 46.2 無

Ｒ2 13 7 53.8 無

Ｒ3 13 7 53.8 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 20 13 65.0 無

Ｒ2 20 15 75.0 無

Ｒ3 20 15 75.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 5 1 20.0 無

Ｒ2 5 1 20.0 無

Ｒ3 4 1 25.0 無

Ｒ1 9 4 44.4 無

Ｒ2 9 3 33.3 無

Ｒ3 9 3 33.3 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 14 8 57.1 無

Ｒ2 14 8 57.1 無

Ｒ3 14 8 57.1 無

Ｒ4

Ｒ5

122
エイズ対策推進協
議会

推薦団体に対し、積極的に
女性の推薦を依頼した。

引き続き、推薦団体に対
し、積極的に女性の推薦を
依頼する。

疾病予防対策課

121 医療安全推進協議会

医療に関する専門性も求め
られる中で、推薦団体等へ
の積極的な女性推薦依頼な
どを実施した。

さいたま市の方策を説明
し、推薦団体への積極的な
女性推薦依頼を実施し、４
２％を下回らないように努
めていく。

保健総務課

120
市立病院経営評価
委員会

学識経験者における女性人
材の発掘に努めた。

引き続き、女性人材の発掘
に努めていく。

病院財務課

119
発達障害者支援連
絡協議会

学識経験者における女性人
材の発掘や、推薦団体への
積極的な女性推薦依頼など
を実施した。

引き続き、女性の登用を積
極的に行い、42%を上回る
ように登用計画の遂行に努
めていく。 障害者総合支援

センター

118
発達障害者支援地
域協議会

推薦団体へ積極的な女性委
員の推薦を依頼した。

引き続き、女性人材の発掘
に尽力する。

障害政策課

117

認知症の人にやさ
しい地域づくり推
進委員会

委員の選定において、男女
の偏りがないように配慮し
選定した。

引き続き、４２％を下回ら
ないように登用計画の遂行
に努めていく。

いきいき長寿推
進課

116
地域包括支援セン
ター運営協議会

委員の選定において、男女
の偏りがないように配慮し
選定した。

引き続き、４２％を下回ら
ないように登用計画の遂行
に努めていく。

いきいき長寿推
進課

115
再犯防止推進協議
会

推薦団体に対しては、審議
会等委員に関する本市の方
針について理解を求め、口
頭により女性の推薦を依頼
した。

本市の方針を理解いただけ
るような説明を心掛け、女
性の推薦依頼を行ってい
く。 福祉総務課

114
福祉有償運送運営
協議会

推薦団体に対しては、審議会
等委員に関する本市の方針に
ついて理解を求め、文書や口
頭により女性の推薦を依頼し
た。

引き続き、女性委員の積極
的な推薦を依頼し、４２％
を下回らないよう目標値達
成に向けて努めていく。 福祉総務課

113
こころの健康セン
ター運営協議会

委員を推薦いただく団体に
市の施策について理解と協
力を求め、女性の登用に配
慮していただくよう依頼し
た。

引き続き、推薦団体に女性
の登用について配慮いただ
くよう依頼するほか、幅広
い人材を登用できるよう要
綱の見直しを検討する。

こころの健康セ
ンター

172



女性 男性

うち市民公募
委員数 女性登用目標値

「平成３０年度末までに４２％」
達成に向けてのこれまでの方策

女性登用目標値
「令和５年度末までに４２％」

達成に向けての今後の取組

担当課
（旧課名）

年度末 総数
うち
女性

割合％ 有無

審議会等名称

委員数

Ｒ1

Ｒ2 13 4 30.8 有 1 1

Ｒ3 13 4 30.8 有 1 1

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 10 3 30.0 無

Ｒ2 10 3 30.0 無

Ｒ3 10 3 30.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 11 8 72.7 無

Ｒ2 11 8 72.7 無

Ｒ3 11 7 63.6 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 12 9 75.0 無 0 0

Ｒ2 14 8 57.1 無 0 0

Ｒ3 14 8 57.1 無 0 0

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1

Ｒ2

Ｒ3 27 9 33.3 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 10 4 40.0 有 1 1

Ｒ2 10 4 40.0 有 1 1

Ｒ3 10 4 40.0 有 1 1

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 21 1 4.8 無

Ｒ2 21 2 9.5 無

Ｒ3 21 2 9.5 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1

Ｒ2

Ｒ3 11 2 18.2 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 20 4 20.0 無

Ｒ2 20 4 20.0 無

Ｒ3 20 4 20.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 19 2 10.5 無

Ｒ2 19 2 10.5 無

Ｒ3 19 2 10.5 無

Ｒ4

Ｒ5

132
氷川参道歩行者専
用化検討協議会

団体職指定の委員が多く、
目標値を下回ったが、学識
経験者に女性を登用した。

引き続き、女性人材の発掘
に尽力するとともに、目標
値達成に向け、女性の登用
率の向上に努めていく。 氷川参道対策室

131
さいたまはーと推
進協議会

委員選任の際、専門性に留
意しつつ、女性の積極的な
登用を心がけた。

今後の委員改選の際、女性
の積極的な登用を心がけ
る。

自転車まちづく
り推進課

130
次世代道路網あり
方委員会

学識経験者３人うち２人が
男性であるため。次期改選
までに積極的に代替となる
女性の学識経験者の発掘を
行う。

学識経験者３人うち２人が
男性であるため。次期改選
までに積極的に代替となる
女性の学識経験者の発掘を
行う。

都市計画課

129
農業振興地域整備
促進協議会

推薦団体へ女性推薦の依頼
を積極的に行った。結果、
R2改選時1名増（計2名）
となった。

次期改選(R5年度)に向け、
女性人材の発掘など、積極
的に女性登用に努めてい
く。 農業環境整備課

128

さいたま市地域経
済活性化拠点整備
協議会

学識経験者における女性人
材の発掘や、推薦団体への
積極的な女性推薦依頼など
を実施した。

委員改選の場合には、引き
続き団体からの女性推薦を
依頼する。 食肉市場・道の

駅施設整備準備
室（経済政策
課）

127

さいたま市要保護
児童対策地域協議
会代表者会議

委員選考に当たり、各団体
における女性人材の発掘に
努めたが、推薦団体等の代
表者に男性が多いため、女
性登用目標値には達しな
かった。

引き続き、各推薦団体に働
きかけ、女性人材の発掘に
尽力し、登用計画の遂行に
努めていく。

子ども家庭支援
課
（子ども家庭総
合センター総務
課）

126

子ども研究セン
ター・さいたま子
育てカレッジ運営
委員会

委員会設置時より、達成済
み

引き続き４２パーセントを
下回らないよう登用計画の
遂行に努める。

総務課（子）

125 幼児教育推進協議会

委員推薦に当たっては、関
係団体に女性委員の推薦に
ついて配慮を求めた。

引き続き、調整を図りなが
ら努めていく。

幼児政策課

124
放課後子ども総合
プラン推進委員会

委員選考に当たり、学識経
験者や各団体における女性
人材の発掘に努めたが、推
薦団体等の代表者に男性が
多いため、女性登用目標値
には達しなかった。

引き続き、各推薦団体に働
きかけ、女性人材の発掘に
尽力し、登用計画の遂行に
努めていく。 青少年育成課

123

さいたま市立与野
本町小学校複合施
設運営支援協議会

関係団体に委員の推薦を依
頼する際、女性の推薦を働
きかけた。

次回改選時に、推薦団体に
対し、女性の推薦について
協力を依頼する。 子育て支援政策課

青少年育成課
博物館
（資産経営課）
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女性 男性

うち市民公募
委員数 女性登用目標値

「平成３０年度末までに４２％」
達成に向けてのこれまでの方策

女性登用目標値
「令和５年度末までに４２％」

達成に向けての今後の取組

担当課
（旧課名）

年度末 総数
うち
女性

割合％ 有無

審議会等名称

委員数

Ｒ1

Ｒ2 10 2 20.0 無

Ｒ3 10 2 20.0 無

Ｒ4 無

Ｒ5 無

Ｒ1

Ｒ2

Ｒ3 9 3 33.3 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1

Ｒ2

Ｒ3 8 1 12.5 無 - -

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1

Ｒ2

Ｒ3 19 1 5.3 無 - -

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 6 3 50.0 無

Ｒ2 6 3 50.0 無

Ｒ3 6 3 50.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 6 3 50.0 無

Ｒ2 6 3 50.0 無

Ｒ3 6 3 50.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 6 2 33.3 無

Ｒ2 5 2 40.0 無

Ｒ3 6 3 50.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 6 3 50.0 無

Ｒ2 6 3 50.0 無

Ｒ3 6 3 50.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 6 2 33.3 無

Ｒ2 6 2 33.3 無

Ｒ3 6 3 50.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 6 4 66.7 無

Ｒ2 6 4 66.7 無

Ｒ3 6 3 50.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 6 3 50.0 無 0 0

Ｒ2 6 3 50.0 無 0 0

Ｒ3 6 3 50.0 無 0 0

Ｒ4

Ｒ5

143
浦和区民生委員推
薦準備会

推薦団体等に対し、女性の
推薦を依頼した。

引き続き、女性人材の発掘
に尽力するとともに、４
２％を下回らないように登
用計画を進めていく。 浦和区

福祉課

142
桜区民生委員推薦
準備会

推薦団体等への積極的な女
性推薦依頼を実施した。

引き続き、推薦団体等への
積極的な女性推薦依頼を実
施し、４２％を下回らない
ように登用計画の遂行に努
めていく。

桜区
福祉課

141
中央区民生委員推
薦準備会

関係団体に対し、女性委員
選出への理解を得て積極的
な協力を依頼した。

引き続き、女性登用目標値
を意識し関係団体に働きか
けていく。

福祉課

140
見沼区民生委員推
薦準備会

女性の登用率を意識しなが
ら、委員の選考を行ってい
る。

現在、女性委員が半数を占
めており、今後も引き続
き、この割合を維持してい
く。 見沼区

福祉課

139
大宮区民生委員推
薦準備会

令和１年度中に女性委員が亡くな
り、１人欠員となったが、社会福
祉事業団体に働きかけ、令和３年
４月１日から新規に女性を登用し
た。

女性人材の発掘に尽力する
とともに、４２％を下回ら
ないように登用計画を進め
ていく。 大宮区

福祉課

138
北区民生委員推薦
準備会

女性の登用率を意識しなが
ら、委員の選考を行ってい
る。

現在、女性委員が５０％で
あるため、現状を維持でき
るよう努めていきたい。

北区
福祉課

137
西区民生委員推薦
準備会

関係団体への積極的な女性
推薦依頼を行うなど、女性
登用目標値を意識した委員
選考を実施した。

引き続き、女性登用目標値
を意識し、現状の５０％以
上を維持することができる
よう、関係団体へ働きかけ
ていく。

西区
福祉課

136
大宮GCSまちづく
り調整会議

学識経験者における女性人
材の発掘を行った。

引き続き、女性人材の発掘
に尽力し、目標値達成に向
け努めていく。

東日本交流拠点
整備課

135
大宮GCS推進戦略
会議

学識経験者における女性人
材の発掘を行った。

引き続き、女性人材の発掘
に尽力し、目標値達成に向
け努めていく。

東日本交流拠点
整備課

134

（仮称）浦和駅周
辺まちづくりビ
ジョン有識者懇話
会

委員選定の際に、女性人材
の積極的な発掘に努め、選
定を行った。

今後の委員改選の際、更な
る女性人材の積極的な発掘
に努め、女性の積極的な登
用を心がける。 都心整備課

133
都市交通戦略推進
委員会

女性委員の登用について、
文書及び口頭で依頼した。

女性委員の登用について、
文書及び口頭で依頼する。

交通政策課

174



女性 男性

うち市民公募
委員数 女性登用目標値

「平成３０年度末までに４２％」
達成に向けてのこれまでの方策

女性登用目標値
「令和５年度末までに４２％」

達成に向けての今後の取組

担当課
（旧課名）

年度末 総数
うち
女性

割合％ 有無

審議会等名称

委員数

Ｒ1 6 3 50.0 無

Ｒ2 6 3 50.0 無

Ｒ3 6 4 66.7 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 6 3 50.0 無

Ｒ2 6 3 50.0 無

Ｒ3 6 3 50.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 6 4 66.7 無

Ｒ2 6 4 66.7 無

Ｒ3 6 4 66.7 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 3 1 33.3 無

Ｒ2 3 0 0.0 無

Ｒ3 3 0 0.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 5 1 20.0 無

Ｒ2 6 1 16.7 無

Ｒ3 6 3 50.0 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 8 3 37.5 無

Ｒ2 8 3 37.5 無

Ｒ3 8 5 62.5 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 19 9 47.4 無

Ｒ2 19 10 52.6 無

Ｒ3 19 10 52.6 無

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1 11 6 54.5 有 1 1

Ｒ2 11 6 54.5 有 1 1

Ｒ3 11 6 54.5 有 1 1

Ｒ4

Ｒ5

Ｒ1

Ｒ2

Ｒ3 10 2 20.0 有 1 0

Ｒ4

Ｒ5

152

さいたま市文化財
保存活用地域計画
策定協議会

当協議会の設置趣旨に鑑
み、その専門性に沿った選
考を行った結果、目標値に
満たない状況だが、計画策
定まで改選がないため、目
標値を達成することは困難
であった。

当協議会の設置趣旨に鑑
み、その専門性に沿った選
考を行った結果、目標値に
満たない状況だが、計画策
定まで改選がないため、目
標値を達成することは引き
続き困難である。

文化財保護課

151
市民大学運営委員
会

推薦団体に女性人材の発掘
や積極的な女性の推薦依頼
を実施した。

引き続き、推薦団体への積
極的な女性の推薦を依頼す
るなど、登用率４２％を下
回らないよう、努めてい
く。

生涯学習総合セ
ンター

150
生活習慣病予防学
校検診検討委員会

委員の選任にあたっては、
各関係団体（４医師会、学
校関係者）に女性登用促進
への理解・協力を要請し
た。

今後も引き続き、各関係団
体に女性登用促進への理
解・協力を要請していく。

健康教育課

149

心のサポート推進
事業に係る推進委
員会

関係団体先へ女性委員の推
薦依頼を口頭にて行った。

引き続き、関係団体に女性
委員の推薦依頼を口頭で行
うとともに、行政職におけ
る女性登用についても依頼
をしていく。

総合教育相談室

148
「人間関係プログ
ラム」推進委員会

推薦団体への積極的な女性
推薦依頼などを実施した。

引き続き、女性人材の発掘
に尽力するとともに、
４２％を下回らないように
登用計画の遂行に努めてい
く。

指導2課

147
教育行政点検評価
委員会

学識経験者における女性人
材の発掘や、推薦団体への
積極的な女性推薦依頼など
を実施した。

学識経験者における女性人
材の発掘や、推薦団体への
積極的な女性登用の依頼に
努めていく。 教育政策室

146
岩槻区民生委員推
薦準備会

委員選任にあたり、推薦団
体に対し、女性選出につい
て積極的に協力要請をし
た。

今後も目標値を下回らない
よう、積極的に協力依頼を
していく。

岩槻区
福祉課

145
緑区民生委員推薦
準備会

該当する人物を検討するに
あたり、女性人材の発掘を
行った。

引き続き、登用に向け女性
人材の発掘を心がける。

緑区
福祉課

144
南区民生委員推薦
準備会

該当する人物を検討するに
あたり、女性人材の発掘を
行った。

目標値を下回ることのない
よう、改選時において関係
団体等に女性の推薦につい
て協力を依頼する。 南区

福祉課
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